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比嘉 采音 4年 内間 珠愛 2年 佐々木 二來奈 1年

大城 千穂 3年 １１級 國仲 凜 1年

野原 由大 5年 松田 桜璃 3年 豊田 琉斗 4年 安谷屋 陽士 年長

金城 由依 3年 平田 玲大 3年 吉元 佳 2年

七段 ３級 山城 有寿 3年 １２級

 金城 顕都 高3 儀保 美月 5年 豊住 直央 2年 金城 柚花 3年 七段
六段 金城 凛奈 2年 金城 俐希 2年 知念 舞夏 2年  清水 あかり 4年

 嘉陽 美津希 5年 國仲 亜諏海 2年 ７級 高江州 里桜 2年 弐段 10月行事予定
五段 照屋 杏佳 2年 城間 希笑 2年 赤嶺 蓮弥 2年  仲村渠 心結 中1   6日(土) 土曜練習　9時～12時、1時～3時

 與座 伽蓮 5年 ４級 屋宜 七奏 2年 神里 真絢音 1年  金城 光咲 4年 13日(土) 土曜練習　9時～12時、1時～3時

四段 東 かれん 6年 ８級 新里 皇太 1年 ６級 20日(土) 土曜練習　9時～12時、1時～3時

 新垣 望愛 4年 粟國 陽仁 6年 砂川 琥太郎 5年 照屋 ひさし 年長 髙嶺 紗蘭 3年 21日(日) 全日本通信珠算競技大会

準四段 豊住 史帆 4年 仲里 海音 2年 松堂 日向子 年長 大城 千穂 3年 　場所　沖縄国際大学　時間　後日連絡

 大庭 美咲 4年 比嘉 華稟 4年 ９級 城間 ひろ 年長 髙江洲 玲 3年 24日(水) 検定試験申込みしめきり

弐段 ５級 仲座 あかり 3年 １３級 金城 いお 年長 25日(木) 検定試験日(てるや)

 仲村渠 心結 中1 粟國 紗久葵 5年 比嘉 藍琉 2年 古波津 陽愛 3年 26日(金) 検定試験日(つかざん)

 金城　秀治 3年 喜瀬 えみり 3年 手登根 あかり 2年 高江州 里桜 2年 27日(土) 土曜練習　9時～12時、1時～3時

準初段 仲間 優 3年 翁長 彪 2年 金城 一樹 1年 大城 昊己 5年

 與座 琉斗 6年 上原 一太 3年 神谷 颯人 2年 大城 幸也 1年 内間 琉偉 3年

 東 大成 6年 金城 心晴 3年 １０級 川上 日暖 1年 金城 璃南 3年

 ﾊﾟﾆﾖﾝ 純一郎 3年 金城 瑠夏 3年 仲村 豪騎 4年 金城 花姫 1年 金城 妃南 年長

１級 慶田元 南晴 3年 城間 小雪 3年 照屋 はるき 年長 小嶺 莉奈 1年

城間 歓大 6年 金城 虎大郎 2年 砂川 颯汰 3年 １４級 翁長 美月 年長

２級 ６級 新里 凜 2年 金城 璃南 3年

比嘉 理央 5年 東 尊光 5年 金城 太陽 2年 古波津 陽愛 3年
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「一芸は道に通ずる」 
 「一芸は道に通ずる」ということわざがあります。あ

る一つの芸を究めた人は、他のどんな分野でも人にぬき

んでることができるという意味です。最初から色々手を

広げるよりは、まず一つのことを貫いた方が、それが基

礎になってあとあと万事応用が利くというわけです。山

登りに例えますと、最初は、緩やかな坂道ですが、段々

と坂道も険しくなってきます。山道に到達する過程には、

多くの試練があります。しかし、上へ上がるにつれ、ふ

もとの景色とは全く違う素晴らしい景色を見ることが出

来ます。珠算に置き換えても、初級の時は問題もやさし

く進みやすいですが、級が上がるにつれ努力する度合い

も大きくなってきます。しかし、その過程でいろいろな

力が身に付き、困難を乗り越えた分、辛い思いをした分、

大きな喜びを実感します。今まで見えなかった世界が見

えてくる経験を積むことは、社会や世の中の原理原則に

共通することが多々あります。この経験が皆さんの未来

の可能性を大きく広げます。一度頂上を見たプロセスを

知ることで、他の山を登るときにも大きな自信が後押し

してくれます。珠算を通して多くの道に通ずることをた

くさん学んでほしいと思います。 
 

 
先日、世界陸上マスターズで
400Mリレーの金メダルを獲得
した譜久里武さんの祝勝会に
参加してきました。武井壮さん
との裏話や冗談を交えたり、金
メダルも触らせていただき有意
義な時間を過ごしました。本人
の話で心に響いた言葉は「大
事なのはきつい練習も楽しむこ
とだね」とさらっと話をしていま
した。珠算や暗算においても過
去の自分の限界を超えるよう
練習していきます。それがきつ
いと感じるのか、楽しいと感じ
るのか本人の気持ち次第でど
のようにも変わります。是非そ
ろばんもやらされているのでは
なく、自らやっている、楽しむ気
持ちで望んでほしいものです。 


